
Ⅰ大都市の税財政における現状と課題

③母都市としての役割を果たす大阪市

地下鉄事業

バス事業

社会教育施設の整備・運営

市立大学の整備・運営

大学付属病院事業

市場事業

救急業務

工業研究所の運営

(*)社会教育施設利用者は、美術館、東洋陶磁美術館、大阪歴史博物館、自然史博物館、科学館の利用者
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　大阪市は、大都市圏の母都市として、地下鉄等の都市交通網の整備や社会教育施設
など、さまざまな事業を実施しており、高度な都市機能が集積しています。

施設等利用者に占める市外居住者の割合
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